


























分のための関数の連続性 ● 微分可能性と微分係数 ● 微
分の基本公式 ● べき関数の微分 ● 三角関数の微分 ● 逆
三角関数の微分 ● 指数・対数関数の微分 ● 高次導関数
● 平均値の定理とその周辺 ● 関数の展開 ● 関数の増減

















● 不定積分1  ● 不定積分2  ● 定積分1  ● 定積分2  ● 広義積
分 ● 重積分1  ● 重積分2  ● 面積・体積・曲線の長さ1
● 面積・体積・曲線の長さ2  ● 1階の微分方程式1  ● 1階








る。授業計画は、 1 微分のための関数の連続性、2 微
分可能性と微分係数、3 微分の基本公式、4 べき関数の
微分、5 三角関数の微分、6 逆三角関数の微分、7 指
数・対数関数の微分、8 高次導関数、9 平均値の定理と


















定積分2、3 不定積分3、4 定積分1、5 定積分2、6 定積
分3、7 広義積分、8 重積分1、9 重積分2、10 重積分3、





































































































































































































































































































1）について：例えば(1/  +2/  +…+  /  )/  の極限と
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(1/2+2/3+…+  /(  +1))/  の極限を対比させる。また例
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